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対前年度増減比
(%)

資本的収入の内訳は、全額が出資金となり、資本的支出の内訳は、新設工事費が4,485,974円、建設改良

費が100,738,174円、企業債償還金が120,598,919円、年賦償還金が7,067,218円、投資が200,000,000円となってい

ます。

なお、前年度同期の事業収益 1,982,842,360円との比較では 47,768,278円（対前年度同期比 2.4％）の

増収となり、また、前年度同期の事業費用 1,822,030,088円との比較では 23,881,009円（対前年度同期比

1.3％）の増額となっています。

一方、資本的収支については、資本的収入額2,369,000円に対し、資本的支出額は432,890,285円となりま

した。

２. 経 理 の 状 況

収益的収支については、事業収益2,030,610,638円（消費税及び地方消費税込み）に対し、事業費用は、

1,845,911,097円（消費税及び地方消費税込み）となりました。

事 業 収 益 の 内 訳 は 、 営 業 収 益 が 1,950,846,213 円 、 営 業 外 収 益 が 79,764,425 円 と な っ て い ま す 。

また、事業費用の内訳は、営業費用が1,833,806,073円、営業外費用が12,105,024円となりました。

有  収  水  量 11,273,480 11,426,737 △ 153,257 △ 1.34

送　 水 　量 11,278,970 11,432,227 △ 153,257 △ 1.34

取 　水　 量 11,776,710 11,935,130 △ 158,420 △ 1.33

区　　分 令和８年度上半期(㎥) 令和７年度上半期(㎥) 増 減 (㎥)

　なお、本年度上半期の業務量は、次のとおりです。

一. 令和８年度上半期の事業概要

１. 事 業 の 概 要

上半期の用水供給量は、11,273,480㎥（一日平均61,603㎥)で前年度同期の用水供給量11,426,737㎥（一日

平均62,441㎥)との比較では、153,257㎥（対前年度比1.34％）の減となっております。

　契約状況については、委託業務について、小橋川水管橋伸縮可とう管更新工事に伴う実施設計業務委託等の17件

を締結しました。
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　収　入 　（単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ）/（Ａ）×100

事 業 収 益 49.3

 営業収益 49.6

 営業外収益 41.6

　支　出 （単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ）/（Ａ）×100

事 業 費 用 45.0

 営業費用 45.2

 営業外費用 51.5

 特別損失 0.0

 予備費 0.0

　収　入 　（単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額に係る
財源充当額

継続費逓次繰越額
に係る財源充当額

合計
（Ａ）－（Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）×100

資 本 的 収 入 583,442,000 0 0 583,442,000 2,369,000 581,073,000 0.4

 企業債 192,900,000 0 0 192,900,000 0 192,900,000 0.0

 国庫補助金 192,910,000 0 0 192,910,000 0 192,910,000 0.0

 出資金 197,632,000 0 0 197,632,000 2,369,000 195,263,000 1.2

　支　出 （単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額

継続費逓次繰越額 合計
（Ａ）－（Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）×100

資 本 的 支 出 1,689,632,000 225,391,100 118,908,798 2,033,931,898 432,890,285 1,601,041,613 21.3

 新設工事費 598,378,000 0 118,908,798 717,286,798 4,485,974 712,800,824 0.6

 建設改良費 603,752,000 225,391,100 0 829,143,100 100,738,174 728,404,926 12.1

 企業債償還金 241,963,000 0 0 241,963,000 120,598,919 121,364,081 49.8

 年賦償還金 14,195,000 0 0 14,195,000 7,067,218 7,127,782 49.8

 国庫補助金返還金 21,344,000 0 0 21,344,000 0 21,344,000 0.0

 投資 200,000,000 0 0 200,000,000 200,000,000 0 100.0

 予備費 10,000,000 0 0 10,000,000 0 10,000,000 0.0

区 分 上半期執行額（Ｂ）予算額（Ａ）

1,845,911,097

1,833,806,073

2,030,610,638 2,092,448,362

1,980,424,787

4,123,059,000

3,931,271,000 1,950,846,213

（１） 収益的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区 分 予算額（Ａ） 上半期執行額（Ｂ）
予算残額

（Ａ）－（Ｂ）

112,023,575191,788,000 79,764,425

2,252,228,903

2,224,719,927

4,098,140,000

4,058,526,000

予算残額
（Ａ）－（Ｂ）

11,421,97623,527,000

区 分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000

（２） 資本的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区 分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000 0

12,105,024

6,087,000 0 6,087,000
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※「予算内訳表・契約台帳(総務班作成)」から確認、当該年度上半期の契約ベースで記載。

※新設工事があれば、(1)新設工事の概況、(2)改良工事の概況、(3)保存工事の概況とする。

※撤去工事は、新設工事でも改良工事でも保存工事でもないため、記載しない。

３. 工　事

（１） 新設工事の概況

（２） 改良工事の概況

契　  約 完 成（予 工　事
金額(円) 定)年月日 番　号

１. 水管橋塗替塗装工 100.0㎡

２. 水管橋点検歩廊及び手摺の撤去・新設工 Ｌ＝27.00ｍ

３. 水管橋橋台上手摺の撤去・新設工 Ｎ＝2基

４. 伸縮可とう管耐震補強工 Φ800 Ｎ＝2基

５. 仮設工 1式

（３） 保存工事の概況

契　  約 完 成（予 工　事
金額(円) 定)年月日 番　号

１. 1号送水ポンプ・モーター撤去据付工 1式

２. 1号送水ポンプ・モーター分解・点検・整備工 1式

１. 流量調節弁等制御装置部品交換工 8台

２. 試験調整工 1式

３. バルブ外面塗装工 8台

印修令８
第 １ 号

（令和9.3.10）

印東加圧ポンプ場
流量調節弁等制御
装置修繕工事

54,340,000 令和8.8.1 （令和9.3.12）

印東加圧ポンプ場
１号送水ポンプ設
備修繕工事

61,600,000

印修令８
第 ２ 号

令和8.8.1

（令和9.3.18）

工事名

工事名 工  事  内  容 着工年月日

工  事  内  容

送改令８
第 １ 号

勝田川水管橋上部
工改良工事

89,606,000

着工年月日

令和8.7.2

なし
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(単位:円)

１  営 業 収 益

1,773,496,580 1,773,496,580

２  営 業 費 用

1,226,814,585

77,191,659

46,932,432

356,415,134 1,707,353,810

66,142,770

３  営 業 外 収 益

3,158,722

245,000

76,052,730

288,365 79,744,817

４  営 業 外 費 用

12,105,024 12,105,024 67,639,793

133,782,563

133,782,563

85,780,779

219,563,342当期未処分利益剰余金

長 期 前 受 金 戻 入

支 払 利 息（１）

（２）

（３）

営 業 利 益

他 会 計 補 助 金

当 期 純 利 益

（４） 雑 収 益

前年度繰越利益剰余金

（１）

減 価 償 却 費

経 常 利 益

受取利息及び配当金

（４）

送 水 費

総 係 費

二. 損 益 計 算 書 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和８年４月１日から令和８年９月30日まで)

（１）

（１）

給 水 収 益

原 水 及 び 浄 水 費

（２）

（３）
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(単位:円)

資　産　の　部

１  固  定  資  産

300,735,514

299,124,038

減価償却累計額 △ 188,835,757 110,288,281

15,763,302,393

減価償却累計額 △ 10,872,242,822 4,891,059,571

3,917,610,468

減価償却累計額 △ 2,888,019,802 1,029,590,666

5,428,980

減価償却累計額 △ 3,667,058 1,761,922

1,771,417,487

8,104,853,441

10,825,904,027

547,100

その他無形固定資産 402,305

10,826,853,432

110,958,118

800,000,000

910,958,118

19,842,664,991

２  流  動  資  産

4,221,915,983

322,121,335

2,297,920

83,763,000

20,532

133,908,317

流  動  資  産  合  計 4,764,027,087

資  産 　 合　  計 24,606,692,078

三. 貸 借 対 照 表 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和８年９月30日)

（１） 有 形 固 定 資 産

ロ． 建 物

イ． 土 地

ハ． 構 築 物

ニ． 機 械 及 び 装 置

ホ． 工具器具及び備品

ヘ． 建 設 仮 勘 定

ハ．

ロ． 電 話 加 入 権

有 形 固 定 資 産 合 計

（２） 無 形 固 定 資 産

イ． ダ ム 使 用 権

ロ．

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

イ． 前払退職手当負担金

無 形 固 定 資 産 合 計

（３） 投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

前　　払　　金

立　　替　　金

そ の 他 流 動 資 産

未  収    金 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

貯　　蔵　　品 

現  金  預  金

（６）
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負　債　の　部

３  固  定  負  債

2,355,980,457

2,355,980,457

74,719,999

2,430,700,456

４  流  動  負  債

121,363,453

121,363,453

7,127,706

2,535,861

2,535,861

177,374,468

308,401,488

５ 繰　延　収　益

10,656,042,475

4,503,880,374

7,242,982,318

資　本　の　部

６  資　　本　　金 15,138,957,348

７  剰　　余　　金

182,318,901

444,289,033

626,607,934

1,378,581,136

219,563,342

1,598,144,478

2,224,752,412

17,363,709,760

24,606,692,078

（１）

企 業 債 合 計

（２） 年 賦 未 払 金

企 業 債

イ． 建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

イ． 建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

（１） 企 業 債

（２） 年 賦 未 払 金

（４） そ の 他 流 動 負 債

（３） 未 払 金

イ． 建 設 工 事 未 払 金

（１） 長 期 前 受 金

△ 6,152,162,101

繰 延 収 益 合 計

流 動 負 債 合 計

未 払 金 合 計

負 債 合 計

（２） 長期前受金収益化累計額

（１） 資 本 剰 余 金

イ． 国 庫 補 助 金

（２） 利 益 剰 余 金

ロ． そ の 他 資 本 剰 余 金

ロ． 当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

イ． 減 債 積 立 金

資 本 剰 余 金 合 計
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Ⅰ 重要な会計方針

1 たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品　先入先出法による原価法

2 固定資産の減価償却の方法

（１） 有形固定資産

・定額法

・主な耐用年数

建物：６５年、構築物：４０年、機械及び装置：１５年、器具及び備品：５～１５年

（２） 無形固定資産

・定額法

3 引当金の計上基準

（１） 退職手当給付引当金

当年度末における職員に対する退職手当の要支給額と千葉県市町村総合事務組合への積立額を比較し

たところ、積立額が要支給額を超える負担額となっており、前払費用として前払退職手当負担金を計上している。

4 消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ 貸借対照表

1 賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し

令和８年度において、期末手当、勤勉手当の支給及びそれらの法定福利費を支出するため、17,030千円

を取り崩している。

注　　記　　表
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１. 決 算 の 概 要

（１）業務

（２）創設事業

収益的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区 分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

事業収益 4,014,115,000 3,988,013,560 △ 26,101,440

　営業収益 3,814,906,000 3,805,581,208 △ 9,324,792

　営業外収益 199,209,000 182,432,352 △ 16,776,648

支出 　（単位：円）

区 分 予算額 決算額 不用額

事業費用 4,108,635,000 4,062,098,532 46,536,468

　営業費用 4,063,234,000 4,026,784,655 36,449,345

　営業外費用 26,909,000 26,895,404 13,596

  特別損失 8,492,000 8,418,473 73,527

　予備費 10,000,000 0 10,000,000

資本的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区 分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

資本的収入 708,930,000 708,930,000 0

　企業債 234,900,000 234,900,000 0

　国庫補助金 234,779,000 234,779,000 0

　出資金 239,251,000 239,251,000 0

支出 　（単位：円）

区 分 予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額

資本的支出 2,051,192,948 1,679,964,357 344,299,898 26,928,693

　新設工事費 835,687,948 716,779,150 118,908,798 0

　建設改良費 730,839,000 488,520,971 225,391,100 16,926,929

　企業債償還金 244,189,000 244,188,329 0 671

　年賦償還金 13,956,000 13,955,023 0 977

　国庫補助金返還金 16,521,000 16,520,884 0 116

　投資 200,000,000 200,000,000 0 0

　予備費 10,000,000 0 0 10,000,000

（３）経理状況（消費税及び地方消費税込み表示）

四. 令和７年度決算の状況

令和７年度の用水供給水量は、 22,738,562㎥（一日平均 62,297㎥）であり、前年度に比べ

38,828㎥（0.17％）の増となりました。

創設事業は、主に水源分担金として国土交通省施工の霞ヶ浦導水事業へ負担金を納付いたしました。

8


